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１．現地視察ルート図
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１．現地視察ルート図
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１．現地視察ルート図
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円山地区

戸島地区

上山地区

宮島・一日市地区

瀬戸・津居山地区
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：バスを下車して視察予定
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立野

城崎内水対策

北近畿タンゴ鉄道架替

豊岡内水対策

六方内水対策

国府地区内水対策

新田井堰改築

鳥居橋架替

日高地区上流部無堤対策

立野防災ステーション

鳥居防災拠点

円山川掘削

円山川掘削

出
石
川
掘
削

※下流部の対策は、
下流部治水対策協議会
で検討

2 河川激甚災害特別緊急事業

・平成22年度までに再度災害防止を目的に、平成16年度に河川激甚災害特別緊急事業（激特）が採択。

・被災流量が計画高水位以下で流下できる断面を確保するため、下流部では河道掘削、中流部の市街地や出石川では河道掘削や築堤、
橋梁の架替を実施（但し、HWL堤防で余裕高無し）

・内水対策として、市街地を中心に床上浸水被害を解消するため、排水ポンプの増強等を実施。

Ｐ4ＰＰ44

激特事業による整備メニュー・箇所図

事業メニュー

河道掘削
（円山川、出石川）

築堤
（円山川中上流部、出石川、奈佐川）

内水対策
（城崎地区、豊岡地区、六方地区、国府地区）

橋梁架替
（北近畿タンゴ鉄道橋、鳥居橋）

堰改築
（新田井堰）

防災拠点
（立野防災ステーション・鳥居防災拠点）

河道掘削
（円山川、出石川）

築堤
（円山川中上流部、出石川、奈佐川）

内水対策
（城崎地区、豊岡地区、六方地区、国府地区）

橋梁架替
（北近畿タンゴ鉄道橋、鳥居橋）

堰改築
（新田井堰）

防災拠点
（立野防災ステーション・鳥居防災拠点）



①赤崎・浅倉地区（築堤）（整備中）

・赤崎橋上下流では堤防を設置し、右岸（赤崎地
区）では締切りが完了。

・左岸（浅倉地区）では稲葉川合流点付近まで築堤
が完了。

整備前 整備後

①赤崎橋下流右岸

②赤崎橋下流左岸

③赤崎橋上流右岸

H.W.L 21.700

①②

国
管

理
区

間

円
山
川 赤

崎
橋

Ａ

Ａ’

円山川26.0k横断図 Ａ－Ａ’

平成16年10月23日撮影

円
山
川

赤
崎
橋

築堤完了
樋門設置

Ｐ5ＰＰ55

③

築堤

築堤

平成16年台風23号洪水による被災状況および浸水範囲

氾濫水により防止
柵が転倒

洪水が堤防を越水



②稲葉川合流点付近（築堤）（整備中）

・稲葉川合流点付近は、円山川からの氾濫と稲葉川か
らの氾濫により浸水が発生した。

・円山川及び稲葉川からの氾濫を防止するために堤防
を整備中である。尾川橋より上流の県管理区間は築
堤済み。

①尾川橋より下流

②尾川橋より上流

③JR橋梁の上流

稲葉川合流点付近横断図 Ａ－Ａ’

築堤済
円
山
川

赤
崎
橋

Ａ

Ａ’

兵庫県により
築堤済

②

③

④

橋梁架替中

稲葉川

築堤中

築堤中
導流堤

 

HWL HWL 

1：2.0 1：2.0 1：2.0 

1：2.5 

5.00 6.00 

稲葉川 円山川

約1.2m
掘削

Ｐ6ＰＰ66

尾川橋

稲葉川

（橋梁架替中）

整備前 整備後

稲葉川

ＪＲ

無堤 ＪＲ

稲葉川

④合流点付近から上流を望む
稲葉川左岸堤防整備中

稲葉川

JR橋梁

平成16年台風23号洪水直後

トラックが河岸に留まっている

①



③鶴岡・日置地区（無堤対策）（計画中）

Ｐ7ＰＰ77

鶴岡

日置

円山川

24.0k

23.4k

・鶴岡・日置地区は円山川本川23～24k右岸に
位置する無堤区間である。

・平成21年台風9号においても浸水被害が生じ
ており、治水安全度が依然低い状況下にある。

平成21年台風9号被災状況 日置地区

浸水位

日置地区

対象地区
A

A’

A－A’断面 対象地区

鶴岡地区

対象地区

B

B’

B－B’断面 対象地区

HWL

HWL

HWLよりも低い

高さに家屋がある

平成16年台風23号での浸水実績図

凡例

鶴岡地区
（浸水深1～2m）

日置地区
（浸水深2～5m）



④鶴岡橋（橋梁架替・兵庫県）

・河川管理施設等構造令に適合していない鶴岡橋を架替中。
①現状

②橋脚を建設中

③橋梁の高さをあげている

Ｐ8ＰＰ88

鶴
岡
橋
（現

橋
）

Ａ１橋台

Ａ２橋台

Ｎ

円
山
川

①

②

③

橋長 L=366m



⑤蓼川井堰（魚道整備・兵庫県施工・整備中）

Ｐ9ＰＰ99

※兵庫県提供資料



⑥国府地区内水対策 （整備中）

Ｐ10ＰＰ1010

・平成16年台風23号洪水により、国府地区では八代川の水が越水及び越流堤サイフォンを通じて広がり地区全域で内水氾濫が発生。
・平成16年台風23号規模の洪水から床上浸水を解消するため、以下の整備を実施。

国 ：八代排水機場のポンプ増設（4m3/s→33m3/s）【整備済み】 、二線堤の設置【整備計画で実施予定】
兵庫県：八代川の堤防嵩上げ（パラペット）整備、越流堤の締切り【未整備】
豊岡市：公共下水ポンプの新設（17.4m3/s）【未整備】

 

水田地区 

佐野地区 

竹貫地区 

佐野樋門 

サイフォン 
松ヶ枝サイフォン H2.0×B2.5×2連 
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TP+6.38ｍ 

TP+7.98ｍ 

90ｍ 

1ｍ 

越流堤 

P

八代水門 

市街地地区 
八代排水機場 
（ポンプ４m3/s）

市街地地区
公共下水道

（ポンプ17.4m3/s）
市街地地区の
床上浸水を防止

竹貫地区

佐野地区

二線堤

水田地区

P

P
P

新八代排水機場33m3/s
（内水用ポンプ29m3/s）
（市街地用ポンプ4m3/s）

八代川
パラペット

市街地地区
公共下水道

（ポンプ17.4m3/s）
市街地地区の
床上浸水を防止

竹貫地区

佐野地区

二線堤

水田地区

PP

PP
PP

新八代排水機場33m3/s
（内水用ポンプ29m3/s）
（市街地用ポンプ4m3/s）

八代川
パラペット

平成16年台風23号
浸水実績 八代水門

八代排水機場
(4m3/s)

河川区域

地盤高
TP7.0m

八代川

P

佐野樋門

越流堤
平成16年台風23号

浸水実績 八代水門
八代排水機場

(4m3/s)

河川区域

地盤高
TP7.0m

八代川

PP

佐野樋門

越流堤

浸水面積：149ha
床上浸水： 42戸
床下浸水：210戸

浸水深45cm未満

浸水深45cm以上

浸水深45cm未満

浸水深45cm以上

整備前 整備後

浸水面積：131ha
床上浸水： 0戸
床下浸水： 5戸

浸水区域図（1/30）

3000

DL=4.00

1：21：2
3m

3000

DL=4.00

1：21：2
3m

円山川

八
代

川

八代水門

撮影方向

八代排水機場
33m3/s 雨水排水ポンプ(市)

17.4m3/s

平成19年5月撮影

水田地区湛水位TP8.82m
（整備後）

PP
特殊堤

二線堤
AA

A ’A ’

整備計画における計画概要図激特前概要図

国府地区二線堤横断図 A － A ’国府地区二線堤横断図 A － A ’

平成16年台風23号による浸水状況整備の概要

整備の効果

PP

県道バイパスにより移転

倉庫

TP+8.85m

八代川

平成18年11月撮影

床上浸水が発生する家屋が
存在するが県道バイパス建設
に併せて対策を行う

県道バイパス
（建設予定）

水田地区 市街地地区

佐野地区

JR

水田地区

市街地地区

佐野地区

水田地区

市街地地区

佐野地区

円山川

八代川

平成16年台風23号による浸水状況

市街地地区



A-A’横断図

4m

13.7m

国道482号

上郷川

▼HWL

新
川
用
水
路

⑦中郷地区（築堤・整備済み）（遊水地・計画中）

・中郷地区の堤防は整備済み。
・整備計画の期間において遊水地を設置予定。
・遊水地整備に併せて湿地環境を整備する。

Ｐ11ＰＰ1111

円
山

川

下流遊水地

上流遊水地

二池に分割することで、低水路
の自然環境を保全

遊水地平面図

：整備済み
：未整備

■湿地再生（中郷地区）

平成18年3月 撮影整備前

円
山

川

堤防整備前

平成23年6月 撮影整備後

円山川

堤防整備後

A
A’

A
A’

堤防整備の状況(整備済み)

湿地環境の整備

遊水地整備(計画中)

環境整備(計画中)



⑧鳥居橋付近（整備済み）

Ｐ12ＰＰ1212

・平成16年台風23号洪水により鳥居橋上流左岸で堤防が決壊

・洪水の流下を阻害する鳥居橋を架け替え（整備済み）

・堤防決壊箇所の背後に盛土を行い、水防資材の備蓄場所等としての機能をもった鳥居防災拠点を新たに整備（整備済み）

平成17年2月15日 撮影整備前

橋脚数8基

出石川

整備後 平成23年6月3日 撮影

出石川橋脚数2基

平成16年10月23日 撮影

堤防決壊箇所

旧
鳥
居
橋

平成16年台風23号洪水による被災状況

平成24年6月8日 撮影

整備後

鳥居防災拠点

防災拠点

鳥居橋の架替え



⑨伊豆橋付近（河道掘削、堤防嵩上げ・整備済み）

Ｐ13ＰＰ1313

・出石川の全川にわたり河道を掘削し、河川の断面を広げ、洪水時の水位を低減
・堤防高さが不足している区間において、拡幅及び嵩上げ(H.W.L)を実施。

平成20年 4月25日 撮影整備後

出石川

平成19年10月30日 撮影整備前

出石川

横 断 図

掘削箇所

750 750

3250 3250
6500750 750

3250 3250
6500 張芝

断面図

約60～80cm
堤防をかさ上げ

出石川堤防の嵩上げ

整備後

平成24年3月19日 撮影

河道の掘削

堤防の嵩上げ

五条大橋上流

約40m
約60m



⑩新田井堰（整備済み）

Ｐ14ＰＰ1414

・洪水の流下を阻害する新田井堰を改築（整備済み）
・左岸のみに設置されていた魚道を両岸に設置

平成15年5月7日 撮影整備前

出石川

約30ｍ

高水敷掘削

高水敷掘削

整備後

平成22年5月20日 撮影

出石川

約60ｍ

約30m

約60m

河道掘削及び新
田井堰の改築

出石川2.4k付近

横断図

H.W.L

平成22年2月22日 撮影

出石川

河道掘削に伴い井堰を改築

魚道を改築



⑪加陽地区 （環境整備・整備中）

Ｐ15ＰＰ1515

・出石川加陽地区において大規模な湿地を整備中
・整備箇所においてモニタリング調査を行い、調査結果を反映させながら段階的に整備を実施

出石川

約15ha

里山林の整備（県）

三木川自然再生（県）

三木放鳥拠点

ビオトープ水田
コウノトリ育む農法

片間樋門改修
伊豆巣塔

円山川

出石川

約15ha

里山林の整備（県）

三木川自然再生（県）

三木放鳥拠点

ビオトープ水田
コウノトリ育む農法

片間樋門改修
伊豆巣塔

円山川 ＜開放型湿地の設置＞
【魚類の再生産の場】

＜閉鎖型湿地の設置＞
【ビオトープ水田の代替】

＜整備中＞

＜多様な流れ（三木川）＞
【二枚貝等の生息の場】

＜整備中＞

水深の深い水域
【魚類の隠れ場】

＜湧水の活用＞
【閉鎖型湿地の水源確保】

■加陽地区の計画

旧川復旧
＜整備済＞

旧川復旧
＜整備済＞

M34頃の河道M34頃の河道 S22航空写真S22航空写真
H14航空写真H14航空写真

加陽地区の変遷

M34頃の河道 S22航空写真 H14航空写真

整備完成イメージ



⑫円山大橋付近(1)（河道掘削、堤防嵩上げ・整備済み）

・円山川の全川にわたり河道を掘削・浚渫し、河川の断面を広げ、洪水時の水位を低減。
・平成21年8月洪水では円山川立野地点で最大約81cmの水位低減効果。

Ｐ16ＰＰ1616

高水敷掘削(出石川合流部)

平成18年12月5日 撮影

円山川

出石川

円山川 13.0k

平水位

H.W.L TP+8.163

-4

-2

0

2

4

6

8

10

12

-100 0 100 200 300 400
距離(m)→

標
高

(T
P

.m
)→

H14.12測量断面（激特前）

H21.12測量断面（激特後）

築堤

掘削

築堤

掘削

平成23年9月8日撮影

円山川

円山大橋下流の高水敷掘削状況
2

3

4

5

6

7

8

18:00 21:00 0:00 3:00 6:00 9:00 12:00 15:00 18:00

水
位
(
m
)

平成21年8月洪水の実績水位

河道掘削していなかった場合の水位（予測）

8/9

6.26

7.07

0.81

氾濫危険水位　7.1

避難判断水位　6.1

氾濫注意水位　4.5

水防団待機水位　2.5

8/10

4:30

1:50

【立野地点（円山川）における効果】

避難判断水位を上回る時間が半分程度に短縮



⑫円山大橋付近(2)（湿地再生・整備済み）

・激特期間中の河道掘削とあわせて湿地環境の再生を実施。
・湿地面積は激特事業前と比べて約1.5倍に増加。

Ｐ17ＰＰ1717

湿地環境の再生

・治水効果だけでなく魚類の生息やコウノトリなどの鳥類が利用する場所
となることを目指して湿地を再生■湿地整備の効果検証【ハビタットの量的評価】

円山川における湿地の面積の推移（～平成22年まで）

朔望平均満潮位 TP+0.76m

朔望平均干潮位
TP-0.10m

年平均水位 TP+0.31m
堤 防

高 水 敷

低水路

朔望平均満潮位 TP+0.76m

朔望平均干潮位
TP-0.10m

年平均水位 TP+0.31m
切下高（湿地高）
TP+0.00m

堤 防

高 水 敷

湿 地低水路

◆従来の掘削方法

◆今回の掘削方法

朔望平均満潮位 TP+0.76m

朔望平均干潮位
TP-0.10m

年平均水位 TP+0.31m
堤 防

高 水 敷

低水路

朔望平均満潮位 TP+0.76m

朔望平均干潮位
TP-0.10m

年平均水位 TP+0.31m
切下高（湿地高）
TP+0.00m

堤 防

高 水 敷

湿 地低水路

◆従来の掘削方法

◆今回の掘削方法

円山川円山川

円山川の湿地へやって来たコウノトリ

平成18年12月撮影

平成21年1月撮影

湿地再生湿地再生

0

50

100

150

200

250

300

明治期
（明治31年）

戦後
（昭和23年）

平成14年 平成16年
台風23号洪水後
（対策実施前）

平成22年

湿地面積（ha） 自然再生
治水事業
平成16年台風23号洪水後（対策実施前）
湿地

281

154

81.3 81 .9

124.5
4.2

49.6

70.7

約1.5倍に増加



⑬立野大橋地点（防災ステーション・整備中）

Ｐ18ＰＰ1818

・円山川右岸13.2ｋ付近の堤防決壊箇所の背後に盛土を行い、水防資材の備蓄やヘリポート、水防活動の拠点としての

機能をもった立野防災ステーションを新たに整備中

円山川

立野大橋

豊岡市街地

六方平野

堤防決壊箇所
（円山川右岸13.2ｋ付近）

本川 立野地先

平成16年10月21日 撮影

堤防決壊箇所

平成24年3月19日 撮影

整備中

平成16年10月23日撮影

平成23年9月8日撮影

円山川

破堤した堤防の復旧状況

防災ステーション



⑭六方川（内水対策・整備中）

Ｐ19ＰＰ1919

・六方水門閉鎖後の六方川及び鎌谷川から宅地部への溢水を防止するためにパラペット形式等の二線堤を設置。さらに、
二線堤で囲まれた区域の内水被害を軽減するため、六方川に排水するポンプ0.56m3/ｓを新設し、床上浸水を解消。

整備前
平成16年11月3日 撮影

六方川

二線堤及び二線堤内に0.56m³/sのポンプ設置整備後

平成24年3月19日 撮影

六方川

二線堤設置

①

平成24年3月19日 撮影

六方川 ②

平成24年3月19日 撮影

六方川

整備前 整備後

浸水深45cm未満

浸水深45cm未満

浸水深45cm未満

浸水深45cm未満

内水対策により
床上浸水解消

床上浸水：427戸
床下浸水：348戸

整備前 整備後
六方排水機場（直轄）

３０m3／s

新田排水機場（兵庫県）
３．４５m3／s

六方川排水機場（兵庫県）
１８m3／s

撤去

移設改築

P

P

二線堤 二次内水用ポンプ（3箇所）
Σ=０．５６m3／s

①

②
立野大橋

円山川

六
方
川

二線堤

▽ ▽床上浸水

4
5
c
m

▽床下浸水

宅 地
水 田

▽宅地高

内水対策により
水位を下げる

円
山
川

六
方
川

鎌谷川

円
山
川

六
方
川

鎌谷川



⑮豊岡排水機場（整備済み）

Ｐ20ＰＰ2020

・豊岡地区の内水被害を軽減するため戸牧川の下流部に設置されている豊岡排水機場のポンプ容量を12m3/s→15m3/s
に増設し、床上浸水を解消。

円山川

豊岡排水機場
整備前

平成18年10月29日 撮影

戸牧川

平成22年9月26日 撮影

戸牧川

平成16年10月20日撮影

豊岡排水機場

平成16年10月20日撮影

戸牧川下流部付近

平成16年台風23号洪水により

市街地が浸水

整備前 整備後

整備前 整備後

浸水深45cm未満

浸水深45cm未満

浸水深45cm未満

浸水深45cm未満

床上浸水：427戸
床下浸水：348戸

内水対策により
床上浸水解消

P

円
山
川

P

円
山
川



⑯六方排水機場（兵庫県） （整備中）

Ｐ21ＰＰ2121

・六方川排水機場(兵庫県)18m3/sの改築にあわせて操作水位の変更を行い、効果を高める。

六方排水機場（直轄）
３０m3／s

新田排水機場（兵庫県）
３．４５m3／s

六方川排水機場（兵庫県）
１８m3／s

新田排水機場（兵庫県）
３．４５m3／s

六方川排水機場（兵庫県）
１８m3／s

撤去

移設改築

P

P

二線堤 二次内水用ポンプ（3箇所）
Σ=０．５６m3／s

排水機場の操作水位

▽TP+0.10 運転可能最低内水位

▽TP+1.30 水門操作水位

▽TP+1.40 排水機場操作水位

▽TP+1.70 排水機場操作水位

▽TP+1.60 排水機場操作水位

▽TP+1.77 背後地地盤高

▽TP-3.50 河床高

▽TP+1.40 排水機場操作水位

一元管理（案）

平成24年6月8日撮影

六方川

六方川排水機場（県）

六方川排水機場（県）移設中

六方川排水機場（県）を移設中

約2.5ｍ

平成16年台風23号洪
水により六方川排水機
場（県）が浸水し、操作
不能となった

六方排水機場（直轄）
３０m3／s



⑰KTR橋梁（整備済み）

・洪水の流下を阻害するKTR橋梁を架替え（整備済み）

Ｐ22ＰＰ2222

平成16年11月3日 撮影整備前

円山川

橋脚数10基

桁下高がH.W.Lより低い

H.W.L

整備後

平成23年4月27日 撮影

円山川

桁下高をH.W.L以上で架替

H.W.L

橋脚数5基
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⑱宮島・一日市地区（堤防嵩上げ・整備済み）

・堤防の断面や堤防高さが不足している区間において、拡幅及び嵩上げ(H.W.L)を実施。

Ｐ23ＰＰ2323

整備前 築堤工事施工前（宮島）

円山川

平成20年 8月13日 撮影

平成22年 3月28日 撮影
整備後

円山川

築堤工事完成（宮島）

一日市・宮島地区の築堤

現在の堤防

（現在の県道）
横 断 図

▼HWL

旧県道

平成16年台風23号による一日市

地区での被災状況

円山川

地盤対策工
（CDM-LODIC工法）

CDM近接施工



⑲～⑳上山地区・円山地区（堤防・整備中）

Ｐ24ＰＰ2424

・奈佐川合流点より下流左岸は狭隘な土地に住宅や商店、県道、JR、集落が集中していることから、暫定堤防による早期に一定の安全度が
確保できる治水対策として特殊堤（パラペット）による築堤を採用。

・平成21年台風9号洪水でも被災している地区があること、交通を確保しながら県道の嵩上げを実施するためには時間を要することから、短
期目標として県道盛土が不要で、かつ、景観や自然環境への影響が少ない平成21年台風9号（観測史上第3位）を早期目標（第１段階）とし
て治水安全度を向上。

・第１段階整備後に特殊堤の嵩上げと県道嵩上げを行い、平成16年台風23号洪水に対応する（第２段階）。

県道が浸水する
ことにより集落
が孤立化する

平成21年台風9号による浸水状況(5.2k付近)平成16年台風23号による浸水状況

円山地区

5.0k

上山地区

6.0k
円
山
川

第1段階 平成21年台風9号DHWLJR軌道敷

鋼
矢
板

特殊堤

第1段階 平成21年台風9号DHWLJR軌道敷

鋼
矢
板

特殊堤

第2段階 平成16年台風23号DHWL

第1段階 平成21年台風9号DHWLJR軌道敷

鋼
矢
板

特殊堤

第2段階 平成16年台風23号DHWL

第1段階 平成21年台風9号DHWLJR軌道敷

鋼
矢
板

特殊堤

第1段階
平成21年台風9号対応

第2段階
平成16年台風23号対応

第1段階
平成21年台風9号対応

第2段階
平成16年台風23号対応

下流部の治水対策については、円山川下流部治水対策協議会を設立して関係機関
と連携し、洪水被害を最小限にする対策を検討。

円山川下流部治水対策協議会(H17.4設立)、円山川下流部治水対策検討会（H20.9
設立）の審議による基本合意事項は以下のとおり。

①洪水時の集落の孤立化防止、ライフラインの通行 確保
②高水準な整備よりも早期実現できる対策

（上流並の堤防を求めない代わりに迅速な整備）

特殊堤整備の状況
上山地区

円山川

円山川

平成24年6月8日撮影 平成24年6月8日撮影

平成24年6月8日撮影

特殊堤整備の状況
上山地区

特殊堤整備の状況
上山地区

平成24年6月8日撮影

低水護岸の整備状況
円山地区

円山川

段階的な整備を実施



⑲～ 円山川下流部の河川環境と地域の情勢

Ｐ25ＰＰ2525

・下流部は、山陰海岸国立公園に位置しラムサール条約の湿地登録地にもなっ
ていることから、土地利用方法を考慮した治水対策や、景観・自然環境への負
荷軽減策の検討が必要。

■ラムサール条約湿地登録

環境省が円山川下流域を含むエリア
をラムサール条約登録候補地に選定
（平成24年5月）
第11回ラムサール条約締約国会議
(COP11)にて登録（平成24年7月）

日本海

Ｎ

円
山
川

《ラムサールエリア》570ha

国指定鳥獣保護区特別保護地区

国指定鳥獣保護区＋河川区

自然公園第２種特別地域

自然公園第３種特別地域

※鳥獣保護エリア、水辺環境が基本

22

産経新聞 平成24年7月10日

朝日新聞 平成24年7月10日



戸島地区（堤防整備・事業中）

Ｐ26ＰＰ2626

・戸島地区は土地利用に制約がないことから土堤により整備を行う。

平成16年台風23号DHWL

県道

施工余盛50cm

1:
2 背後盛土

1:2

平成23年6月3日撮影

平成23年6月3日撮影

円山川

円山川

21

築堤

円山川

城
崎
大
橋

結
和
橋

ハチゴロウの戸島湿地

H21台風9号浸水

戸島地区

H16台風23号浸水



桃島地区（内水対策・整備済み）

Ｐ27ＰＰ2727

・桃島川は円山川河口部2.0kに位置する緩勾配河川で、桃島地区は浸水被害の常習地域である。台風23号時も大規模
な浸水に見舞われており、内水対策を実施。

22

桃島池

桃島川

円山川

桃島樋門

ポンプ設置予定箇所

桃島雨水排水機場

堤防

台風23号被災状況

桃島地区

城崎温泉

台風23号被災状況（城崎町支所）

桃島樋門 桃島川

内水解析結果

H16被災時 対策後：樋門操作＋ポンプ等設置

樋門操作、ポンプ設置等により床上浸水被
害解消

床上浸水 約223戸 床上浸水解消

桃島地区治水対策における対応
国交省：排水機場整備 （ゲートポンプ3m3/s：整備済み）
兵庫県：桃島川改修 （県の整備計画で位置付け）

豊岡市：雨水下水道整備



瀬戸・津居山地区（検討中）

Ｐ28ＰＰ2828

・瀬戸・津居山地地区は漁港が存在するため、利用状況を考慮し地域と合意形成を図りながら検討を進める。

① ②

③ ④

利用状況に配慮した整備を行う

23

利用状況に配慮

円山川

港
大

橋

①

②
③④

円
山
川

円山川

円山川

円
山
川

津居山

瀬戸 小島

漁港での堤防設置が必要

漁港での堤防設置が必要

漁港での堤防設置が必要




